
米子市介護予防・日常生活支援総合事業通所型サービスＢ補助金交付要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、介護予防及びフレイル予防に資する活動を行う場所の充実を図り、も

って米子市介護予防・日常生活支援総合事業実施要綱（平成２８年４月１日施行）第４条

第１号イ（イ）に規定する通所型サービスＢ（以下「通所型サービスＢ」という。）を利用す

る者が生きがい及び社会的な役割を持って生活することができる地域の実現を図ることを

目的として、通所型サービスＢを実施する団体に対し、当該通所型サービスＢの実施に要

する経費について米子市介護予防・日常生活支援総合事業通所型サービスＢ補助金（以下

「本補助金」という。）を交付するものとし、その交付に関し、米子市補助金等交付規則

（平成１７年米子市規則第４６号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。

（補助対象者）

第２条 本補助金の交付の対象となる者は、次に掲げる要件の全てを満たすものとする。

⑴ 米子市介護予防・日常生活支援総合事業通所型サービスＢ実施要綱（令和５年 月

日施行。以下「実施要綱」という。）第４条第２項に規定する実施団体登録を受けてい

ること。

⑵ 次のいずれにも該当しないこと。

ア 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７

号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。イにおいて同じ。）

イ その役員等のうちに、暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律

第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下イにおいて同じ。）又は暴力団若しく

は暴力団員の利益につながる活動を行う者若しくはこれらと密接な関係を有する者が

ある者

⑶ 市税等（米子市市税等の滞納者に対する行政サービスの利用制限措置に関する要綱

（平成１８年４月１日施行）第２条に規定する市税等をいう。第６条第２項第５号にお

いて同じ。）を滞納していないこと。

２ 前項の規定にかかわらず、次条に規定する補助対象事業について市その他の団体から本

補助金以外の補助金その他の金銭の交付を受けている者は、本補助金の交付の対象としな

い。

（補助対象事業）

第３条 本補助金の交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、実施要綱

第９条第１項各号に掲げる要件を満たす通所型サービスＢの実施とする。

（補助対象経費）

第４条 本補助金の交付の対象となる経費は、別表の第１欄に掲げる補助対象事業の区分に

応じ、同表の第２欄に定める経費とする。

（本補助金の額）

第５条 本補助金の額は、別表の第１欄に掲げる補助対象事業の区分に応じ、同表の第３欄

に定める額とする。

２ 前項の規定にかかわらず、補助対象事業に係る通所型サービスＢを利用する者（以下こ

の項において「利用者」という。）に実施要綱第２条に規定する者以外の者が含まれる場



合であって、利用者の総数に占める同条に規定する者の割合が１００分の５０以下である

ときの本補助金（通所型サービスＢの事業の運営に係るものに限る。）の額は、同項に定

める額を当該割合に応じて按分した額とする。

（交付の申請）

第６条 本補助金の交付を受けようとする者は、別表の第１欄に掲げる補助対象事業の区分

に応じ、同表の第４欄に定める期日までに、市長に対し、米子市介護予防・日常生活支援

総合事業通所型サービスＢ補助金交付申請書（別記様式第１号）を提出しなければならな

い。

２ 前項の申請書には、次に掲げる書類を添付しなければならない。ただし、第４号及び第

５号に掲げる書類については、実施要綱第４条第２項（実施要綱第６条第２項において準

用する場合を含む。）の規定による通知を受けた日の属する年度において当該申請書を提

出する場合は、その添付を省略することができる。

⑴ 実施計画書（別記様式第２号）

⑵ 収支予算書（別記様式第３号）

⑶ 団体概要書（別記様式第４号）

⑷ 役員等調書兼照会承諾書（別記様式第５号）

⑸ 市税等同意書兼誓約書

⑹ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類

（本補助金の交付決定）

第７条 市長は、前条の規定による本補助金の交付の申請（以下「交付申請」という。）が

あったときは、速やかに、その内容を審査するものとする。

２ 市長は、前項の規定による審査の結果、当該交付申請の内容が適当であると認めるとき

は、当該交付申請をした者に対し、本補助金の交付の決定（以下「交付決定」という。）

をするものとする。

３ 市長は、交付決定をしたときは、当該交付決定に係る本補助金の交付申請をした者に対

し、米子市介護予防・日常生活支援総合事業通所型サービスＢ補助金交付決定通知書（別

記様式第６号）により、その旨を通知するものとする。

（変更の申請）

第８条 本補助金の交付決定を受けた者（以下「交付決定者」という。）は、当該交付決定

に係る交付申請の内容を変更しようとするときは、米子市介護予防・日常生活支援総合事

業通所型サービスＢ変更申請書（別記様式第７号）により市長に申請しなければならない。

（実績報告）

第９条 交付決定者は、当該交付決定に係る補助対象事業が完了したときは、米子市介護予

防・日常生活支援総合事業通所型サービスＢ補助金実績報告書（別記様式第８号）に次に

掲げる書類を添えて、これらを市長に提出しなければならない。

⑴ 実施報告書（別記様式第２号）

⑵ 収支決算書（別記様式第３号）

⑶ 利用者名簿（別記様式第９号）

⑷ 補助対象経費に係る領収書等支払の状況を確認することができる書類の写し



⑸ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類

（補助金の額の確定）

第１０条 市長は、前条の規定による報告があったときは、当該報告により提出された書類

により、速やかに、当該報告に係る補助対象事業の成果が本補助金の交付の目的及び交付

決定の内容等に適合するものであるかどうかを審査し、適合すると認めたときは、当該報

告に係る交付決定者に交付すべき本補助金の額を確定するものとする。

２ 市長は、前項の規定による審査の結果、本補助金の交付決定の額を変更する必要がある

と認めるときは、当該交付決定の額を変更して本補助金の額を確定するものとする。この

場合においては、当該交付決定者に対し、米子市介護予防・日常生活支援総合事業通所型

サービスＢ補助金確定通知書（別記様式第１０号）により通知するものとする。

（本補助金の請求及び支払）

第１１条 交付決定者は、本補助金の支払の請求をしようとするときは、米子市介護予防・

日常生活支援総合事業通所型サービスＢ補助金支払請求書（別記様式第１１号）を市長に

提出しなければならない。

２ 市長は、前項の規定による請求があったときは、当該請求があった日から３０日以内に、

当該請求に係る額の本補助金を支払うものとする。

（概算払）

第１２条 市長は、補助対象事業の実施に関し必要があると認めるときは、本補助金の概算

払をすることができる。

２ 前条の規定は、前項の規定による本補助金の概算払を受ける場合について準用する。

（交付決定の取消し等）

第１３条 市長は、交付決定者が実施要綱第１０条の規定を遵守しないとき、又は偽りその

他不正の手段により本補助金の交付決定を受けたことが明らかになったときは、本補助金

の交付決定の全部又は一部を取り消すものとする。

２ 市長は、前項の規定により本補助金の交付決定を取り消した場合において、補助対象事

業の当該取消しに係る部分に関し既に本補助金が支払われているときは、当該交付決定者

に対し、その返還を命ずるものとする。

（実地指導等）

第１４条 市長は、本補助金が適正に利用されていることを確認するため、交付決定者に対

し、適宜、実地において指導し、及び補助対象事業の実施の状況の確認を行うことができ

る。

（書類の整備及び保存）

第１５条 交付決定者は、補助対象事業に係る経費について、その収支を明らかにした書類

及び帳簿を整備するとともに、当該書類及び帳簿を、本補助金の交付決定を受けた日の属

する年度の翌年度から５年間保管しなければならない。

（規定外事項）

第１６条 この要綱に定めるもののほか、本補助金の交付に関し必要な事項は、別に定める。

附 則

この要綱は、令和５年１２月２７日から施行する。



附 則

（施行期日）

１ この要綱は、令和７年６月９日から施行する。

（経過措置）

２ この要綱による改正後の米子市介護予防・日常生活支援総合事業通所型サービスＢ補助

金交付要綱第５条第２項の規定は、令和７年４月１日以後に実施する補助対象事業（米子

市介護予防・日常生活支援総合事業通所型サービスＢ補助金交付要綱第３条に規定する補

助対象事業をいう。以下同じ。）に係る米子市介護予防・日常生活支援総合事業通所型サ

ービスＢ補助金について適用し、同日前に実施した補助対象事業に係る米子市介護予防・

日常生活支援総合事業通所型サービスＢ補助金については、なお従前の例による。



別表（第４条、第５条、第６条関係）

備考 次に掲げる経費は、本補助金の交付の対象としない。

⑴ 補助対象事業に直接関係がない従事者の募集及び雇用に要する費用並びに広告、宣

伝等に要する費用

⑵ 施設の建設又は整備に係る費用

１ 補助対象事業

の区分

２ 補助対象経費 ３ 本補助金の額 ４ 交付申請の期限

通所型サービスＢ

の事業の創出（初

年度に限る。）

補助対象事業の実施に

係る備品購入費及び消

耗品費

補助対象経費の額に

相当する額。ただ

し、３万円を限度と

する。

補助対象事業を開始

しようとする日の30

日前まで

通所型サービスＢ

の事業の運営

補助対象事業の実施に

係る次に掲げる経費

⑴ 講師等への謝礼

及びボランティ

ア活動に対する

奨励金

⑵ 備品購入費

⑶ 消耗品費及び印

刷製本費

⑷ 郵送料、保険

料、手数料、通

信運搬費等

⑸ 会場使用料

⑹ 前各号に掲げる

もののほか、市

長が必要と認め

る経費

5,000円に、通所型サ

ービスＢの実施回数

を乗じて得た額。た

だし、補助対象経費

の実支出額（その額

が10万円を超えると

きは、10万円）を限

度とする。

補助対象事業を実施

する年度の４月30日

まで。ただし、年度

の中途において新た

に補助対象事業を開

始する場合には、補

助対象事業を開始し

ようとする日の30日

前まで


